







   韩国乐剧是大众音乐剧的总称，产生于 30 年代，在 40 年代成长为体裁，光复以





   乐剧和电影结合的现象有新派乐剧作品的电影化现象。50 年代评论家和观众都
排斥殖民时期流行的新派剧、新派性，认为那是旧时代、殖民时代的产物，虽然新
派性的一些要素一直维持着， 可是他们都改称为 melodrama。 
  乐剧和电影结合的混杂现象有乐剧和电影的蒙太奇性组合。 乐剧的一段场面插进
到电影里。这时电影的叙述暂时停下来， 乐剧的娱乐性提高了。乐剧场面的形式、
结构仍然和殖民时代的情况没有两样，可是他们唱的、跳舞的都是从美国尤其是美
八军俱乐部演出带来的。有时候， 拍喜乐剧形式的 comedy 电影。 
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 “据说，综合戏剧、revue、舞蹈、流行歌曲、jazz， 虽然可以说具有美丽，但实际上不是戏剧，又不是revue, 真不
知道是什么。（中略）的确用这么难听的声音，在舞台上展现这样不健康的娱乐而诱惑观众， 这必须要尽速排除才
对。····乐剧团如果真的没搞好，就会变成恶剧团。Gunyee-Lim, <漫画谩文:手帖>, 《新时代》, 1941年5月, 第
180页. 再引用Huajin-Lee, <战争与演艺:战时体制时期在京城乐剧和attraction的流行>, 《韩国学研究》卷36, 仁




2.从光复到 50 年代的乐剧、电影和韩国演艺株式会社 
 
1) 乐剧 








     二、是在剧情与歌曲一致的情况下,舞蹈与音乐配合得恰到好处, 是一部大规模的作品。需
要40首以上的创作歌曲, 全本需要60首以上的乐曲, 出场人物也需要50多名左右。 
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 Hoyon-Kim, 《韩国近代乐剧研究》，Seoul：民俗苑, 2009年, 第30页 再引用 
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年度 制作数量 年度 制作数量 年度 制作数量 
1945 5 1951 5 1957 37 
1946 4 1952 6 1958 74 
1947 13 1953 6 1959 111 
1948 22 1954 18 1960 92 
1949 20 1955 15 1961 86 
1950 5 1956 30 1962 113 






 参考Enyoung-Kim, 《韩国电影的文化冷战编入过程》，Seoul:延世大学博士论文， 2016年，第185-188页 
9
 参考Chanhee-Yum, <1950年代冷战局面里电影启动方式和冷战文化形成之间的关系>, 《映画研究》29辑， Seoul:韩国
映画学会， 2006年，第213-214页。  
10
 Enyoung-Kim(2016), 第190页 
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 1991年改名成教育部.  
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 据传闻，该公司的会长Ilmae-Kang是李承晚的养子。在李承晚政权的庇护下,他成为代表经济界的财阀。  
19
 具体提出了一下的内容 ： ① 设立音乐舞蹈训练班 ② 国军慰问军艺队的组建并派遣 ③ 农渔村文化启蒙队的组建并







表1) 映画振兴公社, 《韩国电影资料便览》, 1977年, 页46. 1945-57年是以首映日




























一边靠着观众的取向，一边靠着政权，才会维持演出活动。   
 
4) 乐剧与电影的结合状况 




   乐剧是由多个具有独立性的碎片（如歌曲、舞蹈、漫谈等）结合组成的。 从戏剧结构角度来
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 Inkyung-You(2017), 第118页 
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 导演Hyunmo-Han, 演员Hae-Hwang、HakJa-Jee、Binhwa-Lee、Hun-Yang、SeokCheon-Yang等.  






















































 Chunggang-Kim, <乐剧, 和好莱坞相见>, 《大众叙事研究》卷29，Seoul:大众叙事学会，2013年，第63页。 
35
















If you ever needed you, I need you now.  
I can’t remember when I’ve ever been so blue.  
If you ever needed love, I need it now. 
I feel so all alone I don’t know what to do. 
No day or night goes by 
When I don't have my cry 
I feel like I could die 
From wanting you 
I can ease my achin' heart but you'd know how 











    搬演医生的Sichun-Park(1913-1996)在1931年进入了日本中央音乐学校就读，中途辍学回国加
入阿里郎歌舞剧团，以艺名Sichun-Park活动。1935年以《离得远》《希望之歌曲》出道，他的热
                                               
  据Youjung-Jang的《哥哥是卖唱的》（Seoul:民音社,2006年, 第66页），日帝强占期主要作曲家当中，Sichun-Park的
作品数量最多，达到214首。  
36




























性穿的上衣) sisters(画4)。44 Kim sisters的母亲Nanyoung-Lee曾经也参加过这组合。在《青春双曲








演艺市场，1963年和母亲一起参加过当时有名的Edward Sullivan Show进行演出。 





 相关视频网站地址是：https://www.youtube.com/watch?v=1hnzdN0rvoc&list=RDQepa7agBBwY&index=3  
  除了她们以外，Nanyoung-Lee还让儿子们组织Kim brothers活动。  
39
 他曾经在朝鲜乐剧团活动，韩国战争时期被北朝鲜绑架后失踪。也有传闻说他越北了,所以南韩方面不愿意谈论他。  
40






 参考成功会大学东亚细亚研究中心，《冷战亚细亚文化风景》, Seoul:现实文化出版社， 第348-349页. Jiho-Choi,
《美国文化的登陆和韩国standard Pop的形成》,Seoul: 檀国大学硕士论文, 2005年, 第100页 
44













  画7 Edward Sullivan Show 演出 










们演唱The Highwaymen50《Michael Row The Boat Ashore》的翻唱歌曲（画7），具体歌词如下： 
 
The Highwaymen《Michael Row The Boat Ashore》 
原版歌词 改编歌词 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Sister, help to trim the sails, hallelujah 
Sister, help to trim the sails, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
(Kim sisters唱) 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 






















The river Jordon is chilly and cold, hallelujah 
It chill the body but not the soul, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
River is deep and the river is wide, hallelujah 
Milk and honey on the other side, hallelujah 





阿里郎阿里郎山岭是 (hallelujah)  
我情人曾经翻过的山岭 (hallelujah)  
那故乡山川山岭是 (hallelujah)  
我们想去的山岭 (hallelujah) 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
Michael, row the boat ashore, hallelujah 
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 京乡新闻 1955.02.11. <九名入隊志願 对忌避者敲响大警鍾> (Seoul) 
  京乡新闻 1955.03.01. <在軍門的自進入隊 28日进行壯途式盛況>(Seoul) 
  东亚日报 1956.01.19. <百萬軍維持的再檢討>(Seoul) 

















    在第二部，影片如实再现乐剧慰问演出舞台， 安排了胖子和瘦子的二重唱、韩国舞蹈、女
歌手的保罗安卡（Paul Anka）的Crazy love演唱、部队内拳击比赛，这只在叙事过程上演慰问公
演之外，在各场面上没具有盖然性。 



























进行叙事性强化，后来用slapstick comedy技巧的喜剧片几乎消失。   
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 当時の紙上広告から見ると、新劇が 10％、映画が 30％、楽劇が 60％を占めており、楽劇が相当の人気であ







しまう」（Gunyee-Lim「漫画謾文：手帳」『新時代』1941 年 5 月、180 頁。Huajin-Lee「戦勝と演劇―戦時体制
時期のソウルでの楽劇とアトラクションの流行」『韓国学研究』（仁荷大学韓国学研究所、仁川）、2015 年、



















れ、1940 年代に形式を整え、光復後の 1955 年まで流行し、その後次第に衰退していっ
た。楽劇はその定義が大変難しい。1950 年代に楽劇で活躍した劇作家であり団長でもあ




                                               




目。オリジナル曲 40 以上を含む 60 曲以上の楽曲と 50 人以上の出演者が必要に
なる。 
三、物語と歌曲は連動しているが規模の小さな演目。楽曲は 20 以上のオリジナル曲


















必要があった。当時のアメリカ的外装の 1 つが映画であった。 
                                               


































令第 115 号に基づき審査が行われ、そこでは反共映画の制作を主としていた。1954 年に
「国産映画入場税の免税措置及び等級徴税」を実施され12、1958 年には「国産映画制作の
奨励及び映画の娯楽純化に対する補償措置」が公布されて優秀な国産映画を選び、それを
                                               
7 1945 年 11 月から 1948 年 3 月にかけ、外国映画 700 作品のうちアメリカの公共ニュース映画が 38、アメリ
カのニュース映画が 289、アメリカの劇映画 422 で、このデータからもアメリカ映画の影響力が分かる。
Myungja-Lee「米ソ軍政期（1945-1948）ソウルとピョンヤンの劇場研究」『統一と平和』（ソウル大学統一平
和学院、ソウル）、2009 年、1 巻 2 号、32 頁、を参照。 
8 Enyoung-Kim『韓国映画の文化冷戦編入過程』延世大学博士論文（ソウル）、2016 年、185-188 頁。 
9 Chanhee-Yum「1950 年代冷戦下の映画啓発方式と冷戦文化形成の関係」『映画研究』（韓国映画学会、ソウ
ル）、2006 年、29 集、213-214 頁。 
10 前掲『韓国映画の文化冷戦編入過程』、190 頁。 
11 1991 年に教育部に改称。 







年 制作本数 年 制作本数 年 制作本数 
1945 5 1951 5 1957 37 
1946 4 1952 6 1958 74 
1947 13 1953 6 1959 111 
1948 22 1954 18 1960 92 
1949 20 1955 15 1961 86 
1950 5 1956 30 1962 113 











                                               
13 1958 年 4 月に文教部が第 3 号を発令し、優秀な国産映画に選ばれた映画の制作者に一部海外映画を輸入す
ることができた（Huna-Lee『1950-1960 年代「大韓民国」の文化再建と映画の叙事』延世大学博士論文（ソ
ウル）、2009 年、105 頁）。しかしこの時期、海外映画とはハリウッド映画が大部分を占めていた。1959 年を
例にとると、海外映画は 203 作あった。 
14 韓国映像資料院『韓国映画の風景』文学思想社（ソウル）、2003 年、207 頁。 





















年 9 月 10 日に初演され、好評を受けた。 
 彼らの経営戦略はスター・システムと大型の作品をロングラン公演することにあるが、
当時の上演環境からいうと、彼らが求めた経営戦略は決して成功しなかった。1950 年
                                               
16 Inkyung-You「1950 年代韓国演芸株式会社設立と活動に関する研究」『韓国劇芸術研究』（ソウル）、2017
年、55 集、97 頁。 
17 平和劇場の経営をしていた。 




演。「音楽舞踊訓練班設立など韓国演芸会社の事業が活躍中」『聨合新聞』（ソウル）、1955 年 8 月 4 日。 
20 Inkyung-You の調査によると、映画人 Inki-Kim と Simwoo-Sup は「韓国演芸株式会社の前身は韓国反共連
盟（1954 年 6 月設立）の慰問パフォーマンス隊であった」と語っている（前掲「1950 年代韓国演芸株式会
社設立と活動に関する研究」、96 頁）。 




















23。韓国映画のデータベースの統計によると、1950 年代から 1960 年代にかけて全部で 16
作品を制作している24。後に残念ながら、Huasoo-Lim が興行事業の他に 3・15 選挙の不
正に関与し、四月革命によって李承晩政権崩壊とともに事業も没落してしまった。これは
韓国演芸株式会社が市場の原理にのっとり興行をしていたのではなく、政権の庇護の下で
経営されていたことを意味している。同時に楽劇が 1940 年代から 1950 年代にかけ、日
                                               
22 前掲「1950 年代韓国演芸株式会社設立と活動に関する研究」、118 頁。 


























                                               





26 『アベックの土曜日』は 1956 年に Sichun-Park に作曲された。歌手は Sulhee-Baek である。歌詞には
「土曜日にあなたと一緒、デートの約束をした、もう一度会いたい、楽しいアベックの土曜日」とある。ア
ベックとはフランス語で恋人の意であり、当時流行した外来語であった。参照「avec 歌手」『京郷新聞』（ソ





Hyungmo-Han プロダクションによって制作された。映画の中では貧民の Myungho と富裕層





つある。山の上のスラム街で Heegab-Kim 演じる水夫が Myungho の家を通り過ぎる際に、
当時流行していた『異郷生活』、『別れのプサン駅』、『新羅の月夜』の 3 曲を、オリ
ジナルの歌手の物まねをしながら続けて歌っている28。『異郷生活』は 1934 年に Mok’
in-Son 作曲、Boksoo-Go 歌唱の流行歌で、1920 年代中期の日本統治時代の略奪が加速
し、やむを得ず鴨緑江や豆満江を越えて非難する悲哀を歌っている29。故郷を離れる歌は
映画の中の朝鮮戦争で難民となった人々の生活と密接に関係している。次の『別れのプサ
ン駅』は 1954 年に Sichun-Park が作曲し、Insoo-Nam によって歌われた30。そこで描か
れているのは、避難生活を終えて当時の暮らしを思いながらプサンを離れる列車の中で抱
く激しい感情である。『新羅の月夜』は In-Hyun が歌い、Sichun-Park が 1947 年に作曲
                                               
27 監督は Hyunmo-Han、主演は Hae-Hwang、HakJa-Jee、Binhwa-Lee、Hun-Yang、SeokCheon-Yang などであ
る。物語は、大学で同級だった Myungho と Bunam、Myungho は貧しい家の出身で中学の教員、Bunam は貿易会
社社長の息子であった。ある日、2 人は揃って入院する。Myungho の病気は栄養のあるものを摂取しなけれ
ばならず、Bunam の方は栄養のあるものを食べてはいけない病気であった。そこで医師は 2 人の生活環境を
交換して治療するよう提案する。そこで 2 人は仕方なく医師の勧めに従うこととなった。当初は不便を感じ
ていた 2 人も次第に慣れ、療養の中で互いの妹と恋仲となり、最終的に 2 組のカップルが合同で挙式を行
う。ミュージカル映画の要素もあるこの映画は韓国映画史上初の喜劇映画と評されている。 




















      
図 1『青春双曲線』より、山の難民キ
ャンプと物まねして歌う HeeKap-Kim  
図 2 『青春双曲線』より、Bunam の
暮らす区域 
対照的に Bunam の家には全く戦争の痕跡や雰囲気がない。Bunam の妹は一日中ボーイフ
レンドと遊びに出かけ働かないが、西洋から輸入した高価なものを買う余裕がある生活を



















Myungho の家の周囲にある冷戦―反共の戦争の記憶は Bunam の家の富裕―西洋化の生活と
結び付けられる。この 2 軒の家の婚姻が意味するのは冷戦―反共の朝鮮戦争の記憶を克
服して富裕―西洋化しようということである。この他、楽劇が映画の中に挿入されている
のは、Sichun-Park 演じる医者がギターやバイオリンを演奏しながら Kim シスターズ演じ
る看護師 3 人が合唱する場面である3536。医者が友人と海に遊び出かけようとする際、1
人の看護師が何か忘れていませんかと聞く。医者は突然思い出し、君に素敵のものを見せ







  If you ever needed you, I need you now.  
I can’t remember when I’ve ever been so blue.  
If you ever needed love, I need it now. 
I feel so all alone I don’t know what to do. 
No day or night goes by 
When I don't have my cry 
I feel like I could die 
From wanting you 
I can ease my achin' heart but you'd know how 
If I ever needed you, I need you now 
                                               
35 Woosuk-Yang「Sichun-Park 作品の音楽的特徴」『音楽学』（韓国音楽学学会、ソウル）、2014 年、22 集。
Youjung-Jang『兄は作曲家』民音社（ソウル）、2006 年、66 頁によれば、日本統治時代の主要作曲家の中
で、Sichun-Park の作品が最多で、214 曲に達する。 































                                               
37 『三等飯店』は、落ち込んだ作曲家と 3 人のミュージシャンが恋人求め、試練を克服する内容である
























                                               
38 Kim シスターズに関しては以下のサイトで動画が視聴できる。
https://www.youtube.com/watch?v=1hnzdN0rvoc&list=RDQepa7agBBwY&index=3。彼女たちの他、
Nanyoung-Lee は息子たちにも Kim brothers を組ませていた。 
39 Haesong-Kim は朝鮮楽団でも活動しており、朝鮮戦争では北朝鮮に拉致され失踪した。一説には、北へ逃
げたため韓国側も彼について語りたがらないといわれている。 
40 もとの名は Minja-Lee、Nanyoung-Lee の姪で後に Kim と改姓した。 
41 前掲「夢幻の Kim シスターズ」、390 頁によれば、全国に 150 以上の基地があり、1953 年の在留米軍 34 万
5 千人、1954 年には 22 万 3 千人であった。 
42 『週刊韓国』1966 年 1 月 23 日。 
43 成功会大学校東アジア研究センター『冷戦アジア文化の風景』現実文化出版社（ソウル）、2008 年、348-
349 頁、Jiho-Choi『アメリカ文化上陸と韓国スタンダードポップの形成』檀国大学修士論文（ソウル）、
2005 年、100 頁を参照。 
44 日本統治時代に朝鮮楽団には Jugoli シスターズがいたが、戦後には KPK 劇団から第二次の Jugoli シスタ
ーズが結成された。1940 年代から 1950 年代にかけてアメリカでは多くのシスターズが結成されており、Kim
シスターズもアメリカ版のシスターズを参考にして結成されたのかもしれない。 





























                                               
46 https://www.youtube.com/watch?v=Gq432OPNVrc を参照。 
47 https://blog.naver.com/qkrqudtn031/221353422580 を参照。 
48 Ilsuk-Moon 作詞、Mokin-Son 作曲で 1935 年に発表された。歌詞は「船頭の舟歌が微かに聞こえ 三鶴島 
波 深く潜んで 波止場にたたずむ 新妻の裾よ 別れの涙よ 木浦の悲しさ。深い夜 三日月が過ぎていく
のに なぜか 昔の傷が新たになる 戻られないあなたならば 心を送りたい 港に結んだ志操 木浦の






The Highwaymen《Michael Row The Boat Ashore》 
オリジナル歌詞 改編された歌詞 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
Sister, help to trim the sails, 
hallelujah 
Sister, help to trim the sails, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
The river Jordon is chilly and cold, 
hallelujah 
It chill the body but not the soul, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
River is deep and the river is wide, 
hallelujah 
Milk and honey on the other side, 
hallelujah 




Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 









アリラン、アリラン峠よ (hallelujah)  
私の恋人もアリランを超えていった (hal
lelujah)  
あの故郷の山、川、峠よ (hallelujah)  
私たちのいってみたい峠よ (hallelujah) 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
Michael, row the boat ashore, 
hallelujah 
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 Siwon-Yoon『韓国徴兵制の制度化と国民皆兵主義の形骸化（1945-1964）』成均館大学博士論文（ソウル）、
2019 年、59 頁。 
51
 「9 名入隊志願、忌避者へ大警鐘を鳴らす」『京郷新聞』（ソウル）、1955 年 2 月 11 日、「軍営へ自ら入隊、
28 日入隊式の盛況」『京郷新聞』（ソウル）、1955 年 3 月 1 日、「百万軍維持の再検討」『東亜新聞』（ソウ
ル）、1956 年 1 月 19 日、「選兵制の実施」『東亜新聞』（ソウル）、1956 年 2 月 3 日。 
52
 前掲『韓国徴兵制の制度化と国民皆兵主義の形骸化（1945-1964）』、153 頁。 
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歌声を聴くことで思慕の念が強まる。EnjuとOkhuaの所属する楽団が部隊へ慰問公演を行う
ことで4人は再会を果たす。また、デブは体重超過、ガリガリは体重不足で入隊を拒否され
るが、その後入隊を懇願し、師長のオフィスへ掃除に行って師長の軍服を着て師長のまねを
するシーンがある。さらに、部隊の購買部でしたたかに酔ってしまい、路に迷って軍楽隊の
リハーサル室に入ってしまい、楽器の音に驚き逃げ出すシーンもあるし、軍事訓練の中にス
ラップスティックの場面を入れている。これらは何れも楽劇公演で独立して演じられている
が、映画では喜劇的な部分がつなぎ合わされて展開の蓋然性を増強しているのである。 
 第二部では楽団の慰問公演の様子が再現される。デブとガリガリはコーラス、韓国舞踊、
女性歌手ポール・アンカの『Crazy love』を歌う。部隊内でのボクシング大会は慰問公演と
は関係がなく、物語の展開上、蓋然性はない。 
 
 楽劇でデブとガリガリはフィクション外の訓練中の兵士を演じるパフォーマーとしてこと
ばや体でギャグをみせるだけという、極めて単純な単一構造となっている。この単一構造の
楽劇を長編映画化するに際し、物語の構造を強化することで映画作品でのデブとガリガリは
二重のキャラクターを持つようになった。映画ではパフォーマーとしてだけでなく、フィク
ションの中の人物にもなっている。映画内で二重のキャラクターを持つ人物が虚実の境界を
突破することで、観客に爆笑させるのである。後に喜劇映画は物語性を強調し続けた結果、
1960年代になるとこのようなスラップスティックの喜劇映画はほぼ消滅していった。 
 
３、 結語 
 
 光復後の韓国はポストコロニアル―冷戦時期に突入した。韓国の楽劇は大衆的ミュージカ
ルの総称で、1930年代に誕生、1940年代にジャンルを確立、光復後の1955年まで発展を続け、
その後次第に衰退していった。光復から1950年代まで、映画はアメリカ的感性のある主要メ
ディアの1つであった。朝鮮戦争時期、楽劇は軍芸団として人気を博し、戦後に複数の楽劇
団が合併して韓国演芸株式会社を設立した。これは韓国初の楽劇、国劇、新劇、映画などを
包括した、利潤の追求を最大化するための総合的エンターテイメント会社である。この会社
は映画と舞台公演の制作、配給と流通、劇場まで経営していた規模の大きい芸能マネージメ
ント会社であり制作会社であった。当初は楽劇の公演が重点事業であったが、映画が楽劇以
上に人気となると主力を映画へと移し、楽劇の俳優やスタッフも楽劇と映画の結合を始める
ようになった。楽劇と映画の結合には2種類あり、『青春双曲線』のように楽劇のシーンを映
画に挿入するものと、『デブとガリガリ、論山訓練所に行く』のように、楽劇を映画化する
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ものがある。前者では歌う場面が2箇所あり、Heegab-Kimの歌う場面は日本統治時代の戦争、
朝鮮戦争が結びついて植民地の記憶が冷戦―反共の朝鮮戦争の記憶へと転化される。さらに
日本統治時代を代表する作曲家Sichun-ParkがKimシスターズと歌うシーンでは、Sichun-Par
kの日本統治時代のイメージが消えている。同様の効果は、アメリカでNanyoung-LeeとKimシ
スターズが歌う場面でも見られる。『デブとガリガリ、論山訓練所に行く』は本来国民皆兵
と反共のために制作された。楽劇の2部構成をそのまま映画化したが、楽劇よりも物語性を
強めている。この映画はスラップスティック・コメディ的手法で訓練所の日常を表現してい
るが、後の喜劇映画は物語性を強めたため、スラップスティック・コメディ形式の喜劇映画
ほぼなくなった。 
 上述の如く、楽劇と映画の結合は、映画の物語性が強く、楽劇の要素が次第に減少して、
最終的に消滅していった。楽劇出身の俳優も楽劇的演技を放棄し映画的演技に合わせていっ
た。1960年代になると楽劇は音楽、物語、ダンスによるパフォーマンス形式を再構成し、ミ
ュージカルと名を変えていく。 
（翻訳 森平崇文） 
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